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{平成 5年 7月 1日現在}

あずまやのある草地

A
M
-
-
:
:

英
術
館
で
は
、
耳
休
み
を
利
用
し
て
、
企
画
展

「マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
市
立
美
術
館
:
・
会

A
M
--
-
所
蔵
|
珠
玉
の
英
国
絵
画
展
」
を
、
八
月
六
日
(
金
)
か
ら
九
月
五
日
(
日
)
ま
で
:
・ムM

A
M
-
-
-
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
英
国
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
・
:
合

会
:・
や
ロ
マ
ン
派
な
ど
の
優
れ
た
作
品
の
展
覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
:
・
・
:
会

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
市
は
、
ロ

ン
ド
ン
、
パ
1
ミ
ン
ガ
ム
に
次

ぐ
英
国
第
三
の
工
業
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

か
け
て
の
産
業
世
帯
命
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
、
工
業
の
発
展

と
経
済
的
な
繁
栄
は
、
当
時
多

く
の
富
裕
な
市
民
を
生
み
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
美

術
愛
好
家
で
あ
っ
た
貴
族
や
地

主
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
こ
う
し

た
人
々
が
新
し
く
美
術
収
集
家

と
し
て
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
彼
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

収
集
家
た
ち
が
、
集
め
る
こ
と

の
な
か
っ
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派

や
ロ
マ
ン
派
な
ど
の
、
英
国
の

新
し
い
美
術
の
収
集
を
行
い
、

当
時
の
英
術
の
振
興
に
大
い
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
の
で
す
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
市
立
美
術

館
は
、
こ
う
し
た
美
術
収
集
家

た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
遺
産

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な

収
集
も
始
め
、
英
国
ば
か
り
か

世
界
で
も
有
数
の
英
国
絵
画
の

作
品
を
、
所
蔵
す
る
美
術
館
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

優
れ
た
作
ロ
∞
芭
点
を

今
岡
の
企
画
展
で
は
、
市
立

美
術
館
の
優
れ
た
所
蔵
品
の
中

か
ら
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
、
ゲ
イ
ン

ズ
ボ
ロ
、
タ
1
ナ
l
、
コ
ン
ス

タ
ブ
ル
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
な
ど
、

英
国
を
代
表
す
る
画
家
た
ち
の

作
品
百
点
を
選
び
、
五
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
分
貯
て
、
英
国
絵

画
の
流
れ
を
系
統
的
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。

【
緑
と
喜
び
の
国
イ
ン
グ
ラ
ン

ド】
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
風
長
を
愛

し
描
い
た
、
数
多
く
の
画
家
た

ち
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
何
人
か

の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す

0

・
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
「
羊
飼
い
と

羊
の
い
る
風
長
」
、
タ
l
ナ
1

「
二
つ
の
橋
が
あ
る
川
と
城
」
、

コ
ッ
ク
ス
「
ダ
ド
リ
1
城」

【
旅
す
る
芸
術
家
】

英
国
は
島
国
で
す
。
芸
術
家

た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
や
中
近
東

ヘ
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
や
探
検
に

よ
く
出
掛
け
、
そ
こ
で
見
た
風

景
や
風
俗
を
題
材
に
し
て
描
い

た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

-
タ
1
ナ
1
「乗
船
す
る
旅
客

た
ち
」
「
ス
イ
ス
の
シ
オ
ン
」
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン

「廃
境
と
な
っ
た

城
の
あ
る
風
景
」
、
コ
ッ
ク
ス

「ウ
ェ
l
ル
ズ
の
渡
し
、
浅
瀬

の
家
苔
」

{
生
活
の
あ
り
さ
ま
}

肖
像
画
や
風
俗
画
、
あ
る
い

は
風
景
画
な
ど
、
人
々
の
生
活

の
梯
子
を
描
い
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
タ
イ
ル
の
絵
画
を
集
め
、

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
英

国
の
社
会
を
か
い
ま
見
ま
す
。

-
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
「
リ
ッ
ク
ス

夫
人
の
肖
像
」
、
レ
イ
ノ
ル
ズ

「第
9
代
キ
ャ
ス
カ
ー
ト
卿
チ

ャ
ー
ル
ズ
の
肖
像
」
、
ハ
ン
ト

「烏
の
巣
と
花
」

{
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
想
像
力
}

ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
だ

け
で
な
く
、
彼
ら
に
誘
発
さ
れ

影
響
さ
れ
た
画
家
た
ち
の
描
い

た
作
品
を
展
示
し
、
そ
の
想
像

力
の
及
ぼ
し
た
軌
跡
を
た
ど
り

ま
す
。

・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
「
あ
ず
ま
や
の

あ
る
草
地
」
、
ミ
レ
l

「
ス
テ

ラ
」
、
ペ
ル

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

{
古
代
へ
の
憧
(
あ
こ
が
)
れ
】

古
代
や
古
典
に
対
す
る
憧
れ

は
、
英
国
美
術
の
十
九
世
紀
の

流
れ
で
す
が
、
こ
こ
に
位
置
す

る
古
典
主
義
の
作
品
や
古
典
を

題
材
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す。・
エ
ッ
テ
ィ

「凪
」
、
ペ
ル
ジ

l
ニ
「
読
暫
す
る
少
女
」
、
ム

ー
ア

「牧
歌
的
風
景
」

マ
開
館
時
間
午
前
9
時
却
分

1
午
後
4
時
日
分
月
曜
休
館

マ
観
覧
料
一

般
八
百
円
、
大

学

・
高
校
生
六
百
円
、
中

・
小

学
生
三
百
円

美
術
館
屯
話
お
|
一
一
一
一
一

常
設
展
も
展
示
替
え

今
回
は
、

湘
南
の
海
を
描
い

た
作
品
と
れ
内
海
官
児
の
作
品
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

{
海
と
湘
南
の
風
祭
コ
ー
ナ
ー
】

高
鉄
五
郎
「
海
岸
風
景
」
、

黒
田
市
締
「
波
う
ち
際
の
岩
」
、

岸
田
劉
生
「
石
垣
あ
る
迫
」
、

国
領
経
郎
「
海
長
」

【鳥
海
育
児
作
品
コ
ー
ナ
ー
}

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
近
東
を
旅

行
し
た
と
き
に
描
い
た
デ
ッ
サ

ン
を
中
心
に
、
戦
後
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

・
油
彩

「ピ
カ
ド
l
ル
」
「
石

だ
た
み
」

-
デ
ッ
サ
ン
「
闘
牛
」

「
ア
ツ

シ
ジ
」

「
エ
ジ
プ
ト
の
魚
」

{
そ
の
ほ
か
の
作
品
}

中
川
一
政
「
椅
子
の
女
」、

二
見
利
節
「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
美

保
」
、
原
精

一
「
I
先
生
肖
像
」
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博
物
館
山
立
の
夜
の
夢
、
子
供
に
大
変
人

・

気
の
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
訪
ね
た
。
取

材
は
中
村
郁
子
さ
ん
(
錦
町
)

人気のプラネタリウム平
塚
市
博
物
館
の
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、

一二
階
に

あ
り
ま
す
。
夏
休
み
中
で

親
子
連
れ
が
多
い
よ
う
で

す
。
背
も
た
れ
の
倒
れ
る

座
席
に
若
い
て
、
場
内
が

d
司

4

司

暗
く
な
る
と
、
周
り
に
博

4
司

物
館
の
屋
上
か
ら
見
え
る

一

風
景
が
浮
か
ん
で
き
ま

一

す
。
太
陽
が
沈
み
、
平
塚

一

の
市
街
の
灯
り
も
全
部
消

一

し
て
し
ま
う
と
、
ま
さ
に

一

満
天
の
星
空
で
す
。

一

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
解

一

説
は
、
録
音
テ
l
ブ
に
よ

一

る
所
が
多
い
の
で
す
が
、

一

平
塚
市
博
物
館
で
は
、
学

一

芸
員
が
生
の
声
で
解
説
し

一

て
い
ま
す
。
今
の
季
節
は

一

天
の
川
を
挟
ん
で
、
織
り

一

姫
昼
の
ベ
ガ
、
彦
島
の
ア

一

ル
タ
イ
ル
、
白
鳥
座
の
デ

一

ネ
ブ
を
中
心
に
、
星
の
探

一

し
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し

一

た。

一

後
半
は
「
生
命
の
星
の

一

条
件
」
が
上
映
さ
れ
ま
し

@

た
。
と
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ

• • 

ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
レ

ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
ホ
ー

ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
映

像
な
と
を
編
集
し
た
手
作

り
の
も
の
で
す
。

今
阿
の
テ
1
マ
は
、
少

し
難
し
い
の
で
す
が
、
文

明
を
持
つ
知
的
生
命
が
宇

宙
に
存
在
す
る
確
率
を
、

ド
レ
イ
ク
の
方
程
式
で
説

明
し
て
い
ま
す
。

平
塚
市
博
物
館
は
、
昭

和
五
十
一
年
に
開
館
し
、

同
時
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

も
県
下
三
祷
同
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
ド
ー
ム
凶

径
十
れ
と
い
う
規
模
は
そ

う
大
き
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
は
一

万
五
千
人
の
観
賞
者
を
集

め
ま
し
た
。
学
芸
員
の
生

の
解
説
や
、
手
作
り
の
テ

ー
マ
の
上
映
が
静
か
な
人

気
を
呼
ん
で
い
る
の
で
し

ょ-っ。都
会
に
限
ら
ず
、
星
は

年
ご
と
に
見
え
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

空
に
は
無
数
の
昼
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す
。
私
た

ち
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
忠
一
に

心
を
留
め
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
ま
た
ひ
と
つ
世
界

が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

• • • 



。
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

型
を
作
っ
て
紙
、
布
、
木
、

{
健
康
ヨ
ガ
教
室
}
募
集
初
人
ガ
ラ
ス
、
缶
な
ど
に
染
色
す

ヨ
ガ
の
基
本
を
学
ぶ
。

初

心

る

。

者

対

象

マ

日

程

叩
月
1
臼

i
u月
3

マ
日
程

9
月
お
日

5
1
月
初

日
の
金
曜
日
、
全
9
問

日
の
土
曜
日
、
全
日
回

・
時

間

午

後
6
時
却
分

3
8

・
時
間
午
前
日
時

5
午
後
0

時
却
分

自
の
金
曜
日
、
全
9

時

叩

分

マ

鵠
師

ス
テ
ン
シ
ル
専
門
家

・
時
間
午
前
日
時

1
ロ
時

マ
鵠
師

神

崇
川
県
ヨ
ガ
体
操
清
水
真
理
さ
ん

マ
講
師
東
海
大
学
教
授

関

協

会

安

藤

も

と

子

さ

ん

マ
教
材
費

三
百
円

(
教
材

根

孝

夫

氏

ほ

か

マ

教

材

質

三

百

円

費

・
道
具
代
は
別
)

マ
教
材
費

三
百
円

【
シ
ナ
リ
オ
基
礎
講
座
】
募
集

。
申
込
方
法

{
近
代
文
学
を
め
ぐ
っ
て
・
人
叩
人

は

が

き

に

希

望

コ

1
ス
名

.と
文
学
】

募
集
日
人

テ
レ
ビ
、
映
画
の
シ
ナ
リ
オ

(
1
人
1
枚
1
コ
I
ス、

1
人

名
作
文
学
か
ら

「恋
愛
」

を
告
い
て
み
る
。

2
コ
l
ス
ま
で
申
し
込
み
で
き

「
哲
学
」
「
人
生
観
」
に

つ

い

マ

日

程

叩

月

1
日

su月
叩
る
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

て
み
つ
め
る
。

日

の

金

曜

日

、

全

日

回

電

話

番

号
、
勤
務
先
を
記
入
の

マ
日
程

9
月
初
日

t
u月
刊

・

時

間

午

後

6
時
加
分
1
8

う
え、

9
月
4
臼
(
土
)
ま
で

臼
の
木
曜
日
、
全
日
回

時

初

分

に

、

一

T
m
平
塚
市
追
分
1
l
m

・
時
間

午
後
6
時
初
分
1
8

マ
講
師
東
京
シ
ナ
リ
オ
セ
ン
中
央
公
民
館
(
電
話

M
I--
一

時
加
分

-

タ
l

坂
井
昌
三
氏

一
一
)
へ
。
抽
選

マ
講
師

早

稲

田

大

学

教

授

マ

教

材
質
三
百
円

・
合
同
開
鵠
式

9
月

n日

佐
々
木
雅
発
氏

{
ス
テ
ン
シ
ル
教
室
】

募
集
初
(
水
)
午
前
日
時

1
、
中
央
公

マ
日
程

叩
月
1
日
1
U月
刊

マ

教

材

費

三

百

円

人

民

館

日
回

マ

日

程

叩
月

3
3
月
の
土
昭
一

マ
講
師
宗
教
評
論
家
丸
山

・
時
間

午

前

日
時

3
日
時
初

日
、
全
ロ

回

一

照

雄

氏

ほ

か

分

・
時
間
午
後
1
時
却
分
3
3
一
マ
受
購
料
一
万
二
千
円

マ
純
師

元

中

央

公

論

社

編

集

時

却

分

一

〔書
道
入
門
}
募
集
加
入

局
次
長
尾
島
政
雄
氏

マ
受
講
料

一
万
円

{
聖
書
と
経
典
に
人
生
を
聞

く
}
募
集
犯
人

(2) 平成5年 8月 15日

中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
五
一
集
す
る
。

年
度
後
期
市
民
大
学
講
座
と
市
一

・
受
講
で
き
る
方
市
内
に
お

民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
生
を
募
一
住
ま
い
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学

広報ひらつか

呼吸を繋え、めい想の世 界へ ・ヨガ教室

し
て
い
る
四
歳
以
上
の
方

。
市
民
大
学
講
座

【
都
市
鎌
倉
と
武
士
た
ち
}
募

集
印
人

中
世
日
本
に
お
け
る
そ
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
考
え
る
。

マ
日
程

9
月
お
日

1
1月
初

日
の
土
山
眼
目
、
全
7
回

・
時
間

午
前
日
時
3
U時

マ
講
師

東

海

大
学
教
授

石

丸
照
氏

マ
教
材
料
H

三
百
円

〔
考
古
学
の
世
界
}
募
集
叩
人

市
内
の
発
掘
現
場
見
学
を
含

め
て
、
考
古
学
の
世
界
を
の
ぞ

く。

第 509号

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
月

に
聞
く
カ
ル
チ
F
l
教
室
の
受

間
生
を
募
集
す
る
。

【
民
謡
教
室
}
募
集
却
人

地
元
出
身
の
民
謡
歌
手
に
よ

る
指
導
。

マ
日
程

叩
月
M
日
3
3月
μ

日
の
第
2
・
第
4
木
曜
日
、
全

ロ
回

・
時
間
午
前
日
時
S
U時

マ
諮
師

ピ

ク
タ
l
歌

手

高

井
其
由
美
さ
ん

マ
受
稿
料

一
万
二
千
円

【
日
本
舞
踊
入
門
}
募
集
初
人

日
本
舞
踊
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
。

マ
日
程

凶
月
四
日

3
3月
日

目
の
第
3
火
曜
日
、
会
6
回

・
時
間

午
後
6
時
3
8時

マ
部
師
日
本
舞
踊
協
会
神
崇

川
支
部
花
月
策
提
八
さ
ん

マ
受
講
料
六
千
円

{
芭
高
の
「
奥
の
細
道
」
の
旅

を
読
む
〕

諒
集
叩
人

各
地
の
俳
枕
を
求
め
る
。

マ
日
程

叩
月
6
日
5
3月
日

日
の
第
1
・
第
3
水
曜
日
、
全

日
回

・
時
間
午
前
日
時

t
u時

マ
講
師
文
芸
評
論
家

ゆ
り

は
じ
め
氏

マ
受
講
料
一
万
円

【
文
章
の
書
き
方
入
門
}
募
集

却
人

マ
日
程

叩
月
7
臼
3
3月
M

自
の
第
1
・
第
3
木
曜
日
、
全

ロ
回

・
時

間

午

後
1
時
加
分
1
3

時
却
分

マ
講
師
文
芸
評
論
家

清
原

康
正
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

{
名
作
に
遊
ぶ
}
募
集
却
人

夏
目
撤
石
か
ら
吉
本
は
な
な

ま
で
の
作
品
を
見
て
み
る
。

マ
日
程

叩
月
9
日
1
3月
初

日
の
第
2
・
第
4
土
暇
白
、
全

合手工芸講座

-白根 10月 ~3 月、全11回

-時間 午前は10時~12時、 午後は 1 時30分~3 時30分

・説 銀各15人

-受泊料 11.000円、教材伐別

購 座 名 開設 日 時間

線工芸 第 1・第 3火I程日 午前

レザーアート 第 1・第 3火昭日 午後

押 し花 第 2 ・第 4火曜日 午前

深町アート フラワー 第 2・第 4火 l粗目 午 後

ステンドグラス 第 1・第 3木曜日 午前

カントリーステンシル 第 2 ・第 4木曜日 午前

パンの花 第 1・第 3金曜日 午前

木彫り 第 1・第 3金曜 日 午前

フラワーデザイン 第 2 ・第 4金i催日 午前

手 編み 第 2・第 4土曜日 午前

竹 芸 第 2・第 4木曜日 午後

市
で
は
、
今
月
か
ら
新
し
い

生
ご
み
処
理
器

・
平
塚
型
D
叩

を
販
売
し
て
い
る
。

ζ
の
処
理
器
は
、

今
ま
で
ス

ペ
ー
ス
的
な
理
由
で
、
購
入
で

き
な
か
っ
た
ご
家
庭
に
も
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
と
改
良
し
た

も
の
で
、
従
来
の
処
理
器
と
比

べ
て
小
さ
い
(
角
型
、
一
辺
が

話
可
肘
)
も
の
の
、
水
分
を

か
い
朽
の
基
本
を
学
ぶ
。

マ
日
程

日
月
5
日
5
3月
日

日
の
第
1
・
第
2
・
第
3
火
曜

日
、
全
国
回

・
時

間

午

前
日
時
1
ロ
時

マ
講
師

mu草
会
守
長
草
心
氏

マ
受
講
料

一
万
八
千
円
(
教

材
費
別
)

。
申
込
方
法

は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、

9
月
5
円

(
臼
)
ま
で
に
、

〒
加
平
塚
市

見
附
町
四
|
1

市
民
セ
ン
タ

ー
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事

業
運
営
委
員
会

(
屯
話
ロ
l
二

二
三
五
)

へ
。
抽
選

市

展

の

入

賞

作

品

決

ま

る

第
十
六
回
平
塚
市
展
の
入
賞

作
品
が
決
ま
っ
た
。
入
賞
さ
れ

た
主
な
方
々
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

【書
道
}
応
募
制
点

・
市
展
大
賞
荒
井
翠
一鼠
(
撫

子
原
)
、
市
長
賞
深
沢
餌
洋

新
ご
み
処
理
器
を
販
売

除
く
機
能
が
つ
い
た
た
め
、

生

販

売
価
格
は
一
千
円
。
申
し
込

ご
み
処
理
器
即
型
(
直
径
印
可
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境

計
、
高
さ
印
H
J川
)
と
同
等
の
衛
生
業
務
課
業
務
係
(
内
線
五

機
能
を
発
揮
す
る
の
が
特
徴
。

三

O
)
に
ご
連
絡
を
。

生ごみ処理器は土の中にし

物の力で生ごみを分解するため、手

軽に生ごみが処理できる。ご利用を。

8月納期の市税・手数料

。対象税等

・市県民税 (第 2期)

・国民健康保険税 (第 3期)

・国民年金保険料 (第 5期)

・清掃し尿従訟手数料(第 5期)

O納期最終日 8月31日(火)

(
明
石
町
)
、
市
議
会
議
長
賞

玉
崎
葉
光
(
出
縄
)

{
工
芸
】

応
募
卯
点

・
市
展
大
口
越
後
栄
照
(
小

田
原
市
)
、
市
長
賞
岩
城
郁

子
(
札
場
町
)
、
市
議
会
議
長

賞
菊
地
な
つ
み
(
大
磯
町
)

【
絵
画
、
彫
刻
】

応
募
河
点

・
市
展
大
賞
米
谷
平
四
郎

(
御
殿
)
、
市
長
日
森
田
稜

子

(
御
殿
)
、
市
議
会
議
長
持

内
田
尚
子
(
札
場
町
)

【
写
真
〕

応
非
百
十
六
点

・
市
展
大
口
小
崎
敬
司
(
二

宮
町
)
、

市

長

日

中

村

隆

(
横
内
)
、
市
議
会
議
長
賞

武
田
秀
夫
(
夕
陽
ケ
丘
)

{
出
張
販
売
}

取
り
扱
い
を
説
明
し
な
が
ら

出
張
販
売
を
す
る
。

-
8
月
口
日
(
火
)
9時
初
分

1
日
時
初
分
盟
国
公
民
館
、

日
時

1
日
時
横
内
公
民
館

-
8月
四
日
(
水
)
9
時
叩
分

i
u時
却
分
松
原
公
民
館

-
8
月
幻
自
(
土
)
日
時

t
m

時
市
役
所
新
館
前

。
生
ご
み
処
理
器
・
平
塚
型
D

河
の
特
徴

・
水
分
除
去
型
機
構

ふ
た
に
つ
い
た
水
分
は
、
本

体
上
部
の
満
で
受
旬
、
四
隅
か

ら
外
部
へ
と
流
れ
、
蒸
発
す
る

・
省
ス
ペ
ー
ス
、
小
型
サ
イ
ズ

角
形
で
必
要
面
積
が
小
さ

く
、
住
宅
の
片
隅
に
も
最
適

市
民
相
談
室
幻
l
一
一
一一

(内
線
二
九
三
)

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談
8
月
口
臼
(
火
)
、
9
月

7
日
(
火
)
日
時
1
M時

。
一
般
法
律
相
鮫

9
月
1
日

(
水
)、

8
口
(
水
)
日
時

E
P
M
時
、
予
約
制

(
屯
話
で
も
可
)

。
登
記
供
託
測
定
相
訟

9
月
刊
日

(
金
)
日
時
1
M時

。
住
宅
相
踏

8
月
口
日
(
火
)
日
時
S
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

9
月
6
日
(
月
)
同
時
1
日
時

。
下
請
取
引
相
談

8
月
四
日
(
木
)
日
時
却
分
1
M時

。
定
例
年
金
相
談

9
月
9
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
較

毎
週
金
限
臼
9
時
i
M時

。
一
一
般
市
民
相
談

毎
週
月
1
金
崎
日
9
時
i
M時

膏
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
二

O
青
少
年
相
厳
重

毎
週
月
3
金
眼
目
9
時
:
同
時

。
青
少
年
相
椴
出
張
窓
口

8
月
初
日
(
木
)
同
時
4
3
M
時、

四
之
宮
公
民
館

'捺相'市。
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
暇
日
9
時
1
U時
却
分

(
土
曜
日
は
日
時

t
m時
却
分
)

福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談
9
月
9
日

(
木
)
日
時
叩
分
3
日
時
泊
分
、
予
約

申
巾

O
生
活
支
援
相
談
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
1
金
昭

日
8
時
却
分
1
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
暇
目
印
時
1
日
時
(
第
3
白
附

日
は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相
訟

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

3
日
時

。
婦
人
相
談

9
月
9
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
加
分
1
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
菩
小
学
枝
北
側
)

話
ー
六
O
一二

毎
週
月
3
金
雌
日
9
時
1
口
時
(
屯
話

に
よ
る
相
談
は
毎
週
月
5
土
曜
日
9
時

3
口
時
)
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波
打
ち
際
は
子
供
の
遊
び
場

平成5年 8月 寸 5日(3) 

こんなことまさかと思うが

(ベットに紋急尊重なんて)
九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
。

消
防
署
で
は
、
現
在
四
台
の

救
急
車
(
本
署
、
海
岸

・
金

目

・
神
田
出
張
所
)
を
配
備

し
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
交
通
事
故
や
急
病
、

大
町
が
な
ど
に
対
し
て
、

二
十

四
時
間
休
む
こ
と
な
く
市
民
の

み
な
さ
ん
の
万
一
に
備
え
て
い

る
。六

千
五
百
七
十
九
件
。
乙
の

数
は
、
平
成
四
年
中
に
市
内
の

救
急
車
が
出
動
し
た
件
数
で
、

一
日
に
平
均
す
る
と
十
八
回
出

動
し
た
こ
と
に
な
る
。

ボー ドウオークで海浜浴

尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に

は
、
少
し
で
も
早
く
救
急
車
が

到
む
で
き
る
こ
と
と
、
救
急
車

が
到
泊
す
る
ま
で
に
行
な
っ
て

も
ら
う
応
急
手
当
。

そ
こ
で
、
救
急
車
利
用
の
仕

方
や
、
応
急
手
当
の
い
く
つ
か

に
つ
い
て
紹
介
す
る
の
で
、
こ

の
機
会
に
地
域
防
災
訓
練
な
ど

の
応
急
手
当
訓
練
に
参
加
さ

れ、

万
一
に
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

。
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き

①
落
ち
結
い
て
川
番
を
掛
け
る

②
現
場
の
住
所
、
目
標
物
を
は

っ
き
り
伝
え
る

③
け
が
人
や
病
人
の
容
態
(
意

識
の
有
無
、
体
温
、
け
が
の
状

.

況
)
を
簡
単
に
伝
え
る

④
救
急
車
が
近
づ
い
た
ら
、
道

に
出
て
案
内
す
る
。

な
お
、
緊
急
以
外
の
問
い
合

わ
せ
は
、
消
防
本
署
(
包
括
幻

ー
=
一
二
四

O
)
へ。

• 
片方の手を患者の

胸に当て、背中の真

中を強く手で

4固定たく

口のゆの異物を除き

頭を後ろにそらして

気道を確保。員をつ

まみ患を強

く映さ込む

-30分以上冷やす

水涜を直接患部

に当てない

忘
れ
ず
に
現
況
屈
を

児
童
扶
聾
手
当
と
特
別
児
宜

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
現
況

(
所
得
状
況
)
屈
が
必
要
と
な

る
。
九
月
十
日
(
金
)
ま
で
に

児
童
福
祉
課
児
茸
係
(
内
線
二

一
六
)
に
提
出
を
。
提
出
さ
れ

な
い
と
八
月
分
以
降
の
手
当
が

受
付
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
ご

注
意
を
。

な
お
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
手
当
が
受
け
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

お
尋
ね
を
。

{児
童
扶
養
手
当
]

・
対
象
母
子
世
帯
等
で
日
歳

(
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
初
歳
)
未
満
の
児
置
を
扶

旋
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
公

的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は

徐
く

梅
雨
も
明
け
、
よ
く
晴
れ
た
耳
空
の
下

ピ
l
チ
パ
l
ク
の
誇
る
三
百
二
十
討
の
ボ

ー
ド
ウ
ォ

1
ク
は
、
人
の
波
で
い
っ
ぱ
い

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
若
者
た
ち
は
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
親
子
連
れ
は
海
辺

で
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様

ビ
ー
チ
パ
レ
l

-
支
給
額
児
宜
1
人
の
場
合

は
月
額
三
万
八
千
八
百
六
十

円、

2
人
の
場
合
は
四
万
三
千

八
百
六
十
円
、

3
人
目
以
降
は

1
人
に
つ
い
て
二
千
円
を
加
算

【特
別
児
童
扶
養
手
当
〕

・
対
象
納
神
ま
た
は
身
体
に

中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
却
歳

未
満
の
児
立
を
扶
挫
し
て
い
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
島
県
を
扶
挫
し
て
い
る
方

・
支
給
額
虫
度
障
害
児
は
月

額
四
万
七
千
百
六
十
円
、
中
度

障
害
児
は
三
万

一
千
四
宵
四
十

円

都
市
計
画
に
つ

い
て
の
公
聴
会

a 

サーフィンの鵠習会

五
領
ケ
台
地
区
の
線
引
き

(
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化

調
整
区
域
の
変
更
)
に
伴
う
公

聴
会
が
聞
か
れ
る
。

当
日
意
見
を
述
べ
た
い
方

は
、
閲
覧
期
間
中
(
八
月
十
三

日
5
九
月
三
目
、
神
奈
川
県
・

平
塚
市
の
都
市
計
商
楳
)
に
公

国民健康保険証が変わる

お父さんも砂に埋められ気持ちいい?

述
申
出
世
の
提
出
を
。
な
お
、

意
凡
を
述
べ
る
方
が
い
な
い
と

き
は
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
る
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
。

マ
日
時

9
月
日
日

(
木
)
午

後
7
時

1
9時

マ
会
場
吉
沢
小
学
校
体
育
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
都
市
計
画

鯨
肝
画
係
(
内
線
四
ニ
九
)

監
査
の
結
果

監
査
委
員
小
宮
鹿
司
氏
、
福

岡
政
夫
氏
、
奥
山
晴
治
氏
か
ら

定
期
監
査
の
報
告
が
あ
っ
た
。

マ
監
査
公
表
第
日
号

①

対

象

管
財
課
の
公
有
財
産
管
理
事
務

②
結
果
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
た

マ
同
第
ロ
号

①

対

象

食

肉

セ
ン
タ
ー
ほ
か
口
施
設
の
施
設

維
持
管
理
お
よ
び
備
品
の
出

納
、
保
管
②
結
果
お
お
む

ね
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い
た

マ
同
第
M
号

①

対

象

平

塚

市
土
地
開
発
公
社
、
平
塚
市
開

発
公
社
、
平
塚
市
生
き
が
い
事

業
団
、
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
の
出
資
の
出
納
、
そ
の
ほ

か
の
事
務
②
結
果
お
お
む

ね
良
好
に
な
さ
れ
て
い
た

支4
国際化時代をむかえて

豊かに生きる
9月11日(土)
午後2時開演

ところ 中央公民館

講師若林正人氏
申 し込み はがきに住所、氏名、世話番

号を記入し、 「干254 平線市追分 1-'

20中央公民館」へ。対象は高校生以上。

(はがきは l人 1枚)

保険年金課保険税係〈内線248)

10月 1FIから国民健康保険証が新しく(フジ色・退職被保

険者証はオレンジ色)変わる。

新しい保険証は 9月来までに郵送するので、今まで使っ

ていた保険証は各地民の公民館、ひらつかスライプラザ、

保険年金諌の各窓口に返却を。 なお、保険証は診療を受貯

るにあたって欠かせない証明野であり、受診券でもある。

保険証は正しく使おう。

命保険証 を使うときは

. e己概されている内容に間違いがないか確認する

・期限切れ、コピー、時き換えたものは使えない

・無くしたり、破れたりしたときは再交付を受ける

.必ず手元に保管する

・会社に勤めたときや退職したとき、引っ越したときはす

ぐに届貯る

会問い合わせ先

あなたの地区で広聴パトロール

【若林正人氏プロ フィーjレ】

昭和13年生まれ。必大法学部市業後、見1

J7(銀行人行。 10数年におよぶヨ目ーロッハ

勤務を縦験。 1171利60年からテレビ・:~JI 1(1) 

ニュースキャスターとして納品目"，。

きと

-

.8月18日(水)

• 19時 '"'"'21時豊田公民館

. 8月25日(水)

• 19時'"'"'21時横内団地集会所
.8月27日(金)

• 10時'"'"'12時横内公民館

・14時'"'"'16時神田公民館

・19時'"'"'21時大 神公民館

広報広聴課広聴担当(内線355)担当

お気軽に意見や要望を
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7
月
ロ
日
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
は
、

一
次
災
害
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
発
生
し

た
津
波
や
火
災
な
ど
の
二
次
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
廿
た
。
平
塚
市
を
含
む
県
西
部
地
域

北
海
道
南
西
沖
地
震
災
害
に

つ
い
て
、
自
治
省
消
防
庁
で
は

八
月
二
日
現
在
に
お
け
る
被
害

状
況
を
発
表
し
た
。

午
後
叩
時
口
分
ご
ろ

マ
良
瀬
地
北
海
道
南
西
沖

(
北
緯
位
度
灯
分
、
東
経

m度

ロ
分
)
、
深
さ
M
J
M川

マ
規
模
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド

勺'
・
no

マ
最
初
の
津
波
笹
報

地
震
の
概
要

マ
発
生
月
日

7
月
ロ
日
(
月
)

午
後
叩

J
h
・・
J
d
 /

/

 

被
害
の
特
徴

【
津
渡
に
よ
る
被
害
}

今
回
の
地
促
被
告
の
特
徴
と

し
て
、
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
の

が
津
波
に
よ
る
被
盟
国
。
死
者
、

行
方
不
明
者
を
含
め
て
二
百
人

以
上
で
、
戦
後
最
悪
の
被
害
と

な
っ
た
。
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
・•• 

①
津
波
の
速
さ

被
害
の
多
か

っ
た
奥
尻
島
で
は
、
地
震
後
数

分
で
鴻
波
が
艶
っ
て
来
た
。

②
津
波
の
破
壊
力
木
造
家
屋

は
全
壊
し
て
い
る
ほ
か
、
津
波

-人的被主主 死 者200人 、行方不明者39人、重傷者39人、軽

傷 者197人

・建物被主宰 全 壊558棟、半壊247棟、一部破損2，193棟、床

上浸水222棟、火 災被告192棟

・その ほ か の 被 害 辺路711か所、がけ崩れ14か所、被客船

舶 1，748!'.!、水道15，709戸、電気33，055戸、ガス1，454戸

北海道南西沖地震の被害状況

に
よ
る
死
者
の
多
く
は
全
身
打

撲
や
骨
折
を
し
て
お
り
、
破
壊

力
が
被
害
を
多
く
し
た
。

③
津
波
の
高
さ
最
高
は
奥
尻

島
で
約
却
れ
あ
っ
た
と
さ
れ
、

被
害
の
多
か
っ
た
背
苗
地
区
で

も

m
M、
松
江
地
区
で

M
M、

対
岸
の
大
成
町
で

7
Mと
か
な

り
の
高
さ
に
な
っ
た
。

{
が
け
崩
れ
に
よ
る
被
害
】

過
去
の
地
震
災
害
で
は
、
必

ず
あ
っ
た
被
害
で
あ
る
が
、
今

回
は
ホ
テ
ル
が
全
部
埋
ま
っ
て

し
ま
い
、
刊
人
以
上
の
死
傷
者

一言
一一
一
一
s
i
s
-
3
3
3・，
BEE
--

事
蒙
一員
一罪
置
一ロ
盛
話
量
一一

将
来
、
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
さ
れ
、
県
内
に
被

害
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
地

震
の
ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
西

部
地
震
が
あ
る
。

県
で
は
、
乙
の
地
位
に
対
し

て
の
防
災
対
策
に
役
立
て
よ
う

-震源域神奈川県西部地域 ホ日
パb、

長・規棋マグニチュード 7 ゃ，

f・前提条件李節(冬)、曜日{平同)、 L函
ふ 時刻 (午 後 5時ごろ)、天候(陥れ)、 語芸

風速(毎秒 1~ 4 ~;，;)、風向き(四~北) ~'<. 

が
出
た
。
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
・•• 

①
危
険
な
が
け
に
隣
接
し
た
施

設
以
前
に
も
雨
で
崩
れ
る
と

い
う
危
険
な
が
け
で
あ
っ
た
。

②
救
出
手
段
の
不
足
被
害
地

は
島
の
中
に
あ
り
、
救
出
す
る

人
員
、
機
材
な
ど
が
不
足
し
て

い
た
。

【
火
災
延
焼
に
よ
る
被
害
}

奥
尻
島
の
背
苗
地
区
で
は
、

三
百
戸
以
上
の
家
屋
が
火
災
に

と、

二
年
間
に
わ
た
っ
て
被
害

想
定
調
査
を
行
い
、
五
月
二
十

四
日
、
そ
の
概
要
を
公
表
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
想
定
地
震

(
上
表
)
を
前
提
に
茅
ヶ
崎

市
、
海
老
名
市
以
西
八
市
十
一

町
を
対
象
に
行
っ
た
ほ
か
、
地

震
動
、
津
波
は
全
県
を
対
象
に

し
て
い
る
。

調
査
の
結
果

〔震
度】

県
西
部
地
域
で
は
、
震
度
6

と
な
る
地
域
が
約
お
軒
、
震
度

5
と
な
る
地
域
が
約
印
軒
、
震

度
4
以
下
と
な
る
地
域
が
約
日

計
と
な
る
。

【
津
波
】

津
波
が
発
生
し
、
相
模
湾
の

各
地
に
は
数
分
か
ら
十
数
分
で

到
達
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

最
大

4
M程
度
の
高
さ
に
な

よ
り
延
焼
し
た
。
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
・•. 

①
火
の
源
が
あ
っ
た

こ
の
日

は
寒
く
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て

い
た
家
庭
も
あ
っ
た
。

②
延
焼
材
料
が
多
か
っ
た
各

家
庭
に
あ
る
屋
外
灯
油
タ
ン
ク

が
、
地
震
に
よ
り
倒
れ
た
。

③
消
防
力
の
少
な
さ
行
苗
地

区
に
は
消
防
車
が
2
台
し
か
な

く、

1
台
は
津
波
に
よ
り
破
壊

さ
れ
使
え
な
か
っ
た
。

る
。
(
平
塚
海
岸
は
5
5
9分

後
で
、
最
大
2
M
)

〔
建
物
被
害
}

約
凶
許
が
被
害
を
受
け
、
火

災
も
発
生
す
る
。
(
平
塚
市
域

で
は
、
大
破
は
二
千
四
百
五
十

四
棟
で
、
中
破
は
六
千
九
百
四

十
四
棟
)

{
人
的
被
害
}

建
物
倒
壊
や
が
廿
崩
れ
な
ど

に
よ
っ
て
、
死
者
は
約
二
百

人
、
負
傷
者
は
約
六
千
八
百
人

に
及
ぶ
。
(
平
塚
市
域
で
は
、

死
者
7
人
、
重
軽
傷
者

一
千
八

十
二
人
で
、

二
千
百
七
十
七
世

帯
が
り
災
し
、
り
災
者
は
六
千

五
百
人
)

【
都
市
生
活
機
能
}

屯
気
、
水
辺
な
ど
の
施
設
も

被
害
を
受
け
、
停
電
、
断
水
、

ガ
ス
供
給
停
止
、
屯
話
不
通
な

ど
の
状
況
が
発
生
す
る
。

倒壊した青苗地区の灯台

農業高校前は
思 い 出 通 り

私
は
、
上
平
探
ダ
イ
ク
マ

通
り
か
ら
平
塚
品
業
高
校
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
と
続
い
て

い
る
な
ん
き
ん
は
ぜ
の
並
木

道
を
よ
く
歩
き
ま
す
。

一
年

を
通
し
て
四
季
折
々
の
風
情

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
通

り。-
春
な
ん
ぎ
ん
は
ぜ
の
淡

い
オ
レ
ン
ジ
色
の
若
葉
と
、

賞
緑
色
の
本
諜
が
揺
れ
て
、

朝
日
に
ま
ぶ
し
い

-E

か
わ
い
い
花
が
咲
く

・
秋
甘
い
突
を
つ
け
る

・
冬
突
が
は
ぜ
、
繋
が
落

ち
る実

が
は
ぜ
る
と
小
鳥
が
実

を
つ
い
ば
み
、
保
健
セ
ン
タ

ー
側
か
ら
一
本
目
、
二
本
目
、

三
本
固
と
順
序
よ
く
食
べ
つ

く
し
、
一
月
の
終
わ
り
に
は

は
、
南
関
東
直
下
型
地
底
(
神
奈
川
県
西
部
地
震
)
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
大
地
震
を
教
訓
に
、
も
う
一
度
身
の
回
り
を
点
検
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

時
幻
分
(
北
海
道
北
西
沿
岸

・

南
東
沿
岸
)

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

百
本
あ
る
な
ん
ぎ
ん
は
ぜ
の

突
も
全
部
な
く
な
り
ま
す
。

交
通
認
の
激
し
い
通
り
な

の
に
、
小
烏
と
と
も
に
過
ご

せ
る
こ
の
通
り
。
東
か
ら
歩

い
て
も
西
か
ら
歩
い
て
も
、

ゆ
る
や
か
な
坂
道
が
ほ
ど
よ

く
、
街
路
樹
の
並
行
さ
を
楽
'

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

十
年
前
、
平
塚
を
離
れ
よ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
平
塚
は
僕
た
ち
の

生
ま
れ
た
故
郷
な
の
で
、
ほ

か
の
所
へ
は
移
り
た
く
な
い

と
反
対
さ
れ
、
思
い
と
ど
ま

っ
た
ま
ち
で
す
。

今
で
は
、
自
然
に
触
れ
ら

れ
る
心
地
良
さ
や
、
思
い
出

に
残
る
小
鳥
と
の
出
会
い
に

感
激
し
な
が
ら
、
緑
多
い
ま

ち
に
す
ん
で
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一
T

加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

7)(前寺〉声音二Jヨ-1ζぷ115筒
敬老祝い金

敬老祝い金が出ますので、築内はがきと印鑑を持参し、次の会場

でお受げ取りください。

• 8月24日(火)午前吉沢 ・金 f【l・城品公民館

H 午後 土屋 ・金rI・岡崎公民館

• 8月25日(水)午前 大野・松が丘公民館、田村臼治会館

H 午後横内・ 大和l'. .{~~回公民館
• 8月26日(木)tf--，jiJ 旭南・中原 ・八幡公民館

刀 午後旭北 ・市原 ・問之宮公民館

.8Jl27fl(金)tr-，jij・午後 日士見・花水 ・割引公民館

・8月3111 (火)t l -_ ，j~ 市役所ホール (5;ミヂト松原地区〉

H 午後横内団地自治会館

※tl'・uijは 9I 1<'j3 0分~12時、 午後は 1 時30分~4 時

・I:¥Jい合わせ 刈 齢 制 祉 課 ( 内 線211)

敬老祝賀会・ 9月刊日〈土〉
敬老をお祝いしようと、敬老祝賀会 ・歌謡

ショーを開催し、お年寄りを招待します。

招待するのは、 77歳以上のお年寄り8000人

と、結鮒50年をお迎えした夫ヨi255組、および

60年をお迎えした夫出34組です。

く〉とき 9月 11日(土)
⑨午前の部 9時 50分 -12時 30分

-対 象 ~!さ諮、港、松原、自士見、花水、な

でしこ小学校区にお住まいのプi

⑨ 午後の部 1時 - 4時 30分

-対 象 午 前 の 部以外の方

く〉会 場市 民センター
※対象名ーには、無料パス券となる楽内はがき

を送付します。
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広域避難場 所 と 対 象 地 区

(5) 

市では、市内を要避難地区と任怠避難地区とに分けてい

る。要避難地区とは、火災延焼拡大の恐れがあるI実域で、

避難場所は広域避難場所となっている。なお、避難につい

ては市や防災関係機関の指示によるものと、市民のみなさ

んの自主的な判断によるものとがあるが、いずれにしても

状況を的確に判断し、落ちむいて行動することが大切。

市
で
は

「地
震
防
災
の
日」

と
し
て
、
毎
月
一
日
を
防
災
点

検
日
と
し
て
い
る
。
地
震
が
起

き
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
に
は
、
一

人

一
人
が
適

切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切

と
な
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
落

ぃ
、
避
難
+
刀
法
や
連
絡
方
法
、

役
割
分
担
を
決
め
て
お
こ
う

@
飲
料
水
は
1
人
1
日

3μ

生
命
を
維
持
し
、
正
常
な
状

態
を
保
つ
た
め
に
は
、
-
人
1

臼

3
Mの
飲
料
水
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
最

低
3
日
分
、

4
人
家
族
な
ら
約

mwM
を
蓄
え
て
お
こ
う
。

。3
自
分
の
非
常
食

地
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
供
給

が
止
ま
る
と
御
飯
を
炊
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
長
期
間
保

存
で
き
る
乾
パ
ン
、
缶
詰
な

ど
、
火
を
使
わ
な
く
て
も
食
べ

九
月

一
日
の
「
防
災
の
臼
」

に
あ
わ
せ
て
、
防
災
ミ
ニ
訓

練
を
実
施
す
る
。

ら
れ
る
物
を
備
え
て
お
こ
う

0

0
家
具
の
転
倒
防
止

地
震
が
起
こ
る
と
、
不
安
定

な
家
具
な
ど
は
転
倒
し
、
け
が

の
も
と
に
な
る
。
金
具
な
ど
で

壁
に
固
定
し
、
転
倒
防
止
策
を

と
っ
て
お
こ
う
。

地
域
拠
点
基
地

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
っ
た

り
、
発
生
し
た
り
し
た
場
合
、

二
十
五
か
所
の
小
・

中
学
校
に

地
域
拠
点
基
地
が
設
置
さ
れ
、

配
備
さ
れ
た
八
人
か
ら
十
四
人

の
市
職
員
が
情
報
の
収
集
伝

達
、
被
害
状
況
の
把
握
、
地
域

内
の
救
援
救
護
活
動
な
ど
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

広
域
避
難
場
所

火
災
が
延
焼
拡
大
し
、
周
り

が
火
の
海
と
な
っ
て
も
熱
か
ら

身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
安
全

な
場
所
が
広
域
避
難
場
所
。
こ

の
場
所
は
、
周
り
が
火
の
海
に

な
る
よ
う
な
危
険
が
迫
っ
た
と

き
に
避
難
す
る
場
所
で
、

「普

戒
立
言」

や
地
震
が
発
生
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
避

難
す
る
場
所
で
は
な
い
。

臨

時

叙

護

所

大
き
な
地
震
災
害
が
発
生
し

多
く
の
負
傷
者
が
出
た
場
合
、

十
三
か
所
に
臨
時
救
部
所
が
設

位
さ
れ
、
市
内
の
開
業
医
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
々
が
救
護
に
あ
た
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

が
れ
封
の
安
全
を
確
保
す
る
動

作
や
使
用
中
の
火
を
消
す
訓

練
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
ミ
ニ
訓
練
に
参
加
を

当
日
は
、
防
災
無
線
で
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
の
で
、
各

家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
各
自

マ
実
施
日

9
月
1
日
(
水
)

午
前
日
時
日
分
:
臼
分

マ
実
施
区

域

市

内
全
域
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，ィ、 .....-..‘ 戸ー、 ・HミH:JI 19日守へ-21日寺

話週，、a・Rぽ市.. ....‘aヲ、 (鱗@1・会場背少年会館B会合室
F〓〓，写，...・・・..，T~‘ 』・・・・・・・・・二、 _~\.'V' : ・定員 中学 生以上の方20人〈先3LI"順〉ふ川、ー，ιラlC:〓 4・隆司・ v : ・持ってくる物ヂールペン

、色、<"""~ 、~. • .... ・・... --ごーF ・・日・ :会青 少年音楽教室 -可・h、..，(<..:.二J.Jft_可・~ . -司~ I弘司x ・・・・........
、~ J総万・ 一 可函J 路。 可・.，. ~ ースぞ楽しむ。

・4砂・・・.・4・・・・4・.・4・・・・・・.~・4・・.~・・・4・4・・・・4・ j ・日程 9月 11F-I (土) ~ 3 月 19口(土)の土 Ifol臼、全21回

• 1時間 16時~17時

-会場行少年会館音楽室

・定品 小学生 30人く先制服〉

公開館時間

火~二:l::lr/!l11 9 時~21時30分
(11 附 11のみ 9 時~1 7時)

*休館目 白正im月曜円、 9Jl15LJ 

:公青少年会館

〒制法1m町 12-41

公 市民アートギャラリー

平塚の民話を基にして版I_lUjで米年の : 【すってん凶(現代美術)】

.カ レンダーを作る。 ・lun口J 8)]1111 (水) ~1 711 (火)

・日程 10月 2H~1 2月 1 1 1 1 (除く 10 【第泣い!大 I"J， I ~悠会民】
月 16日)の毎週土11a1l1 、全l() ~'1 : ・期間 8JlJ811 (水) ~22 1 1 (11) 

・時 間 14時~16時 : 【第 31日i手作り紙芝肘まつり】

・会 場 >1'-1少年会館美術室 . ・llmm 8) J 251 1 (水)~311 1 (火〉

・定員 小学 4年生~中学生20人〈先 : 【神奈川現凶 (絵I山i、彫刻、 I :~';:、デ
地域の自然や文 化につ いての写真を j 活 )1以> : ザイン、り其)】

話tねする。なお、入日作品は特別展(11 : ・材 料代 1，000円 : ・期間 9月 111 (水) ~7 11 (火)

月 9 円~12月 1 2 日、博物館特別展示室) ・ 持ってくる物 彫刻フJ : *開館時間 9 昨年30分~1 611年50分

で展示するだ廿でなく、博物館資料と ・ : 食休館回 毎週月 l陥/ 11 、 9)J9 1 1 ~ J O
:会初級ペン習字教室して保存し、広く活用する。_，'，IIIYA ..._ ~ J -:r_.=. I~ (消火設備保守点検)

・探題相模 川 流 域 の 自 然 と 文 化 ; ・日程 9月 3 r l~1 71 1 の毎週金曜 j 公美術館

中央館で は、平 塚を中心とした郷 土 : ・作品 ① カ ラー・ モ ノ ク ロ・ 組写真 : 目、全 3回 : 干加西八幡1-13 "仏ì，~:~5 2111 

・・・・・.・・・・・・・・.・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・・・・4砂..・4・・4・・.・・・・・・.・・・・・4・・・・・・・4砂

③ のいずれか ②キャビネサイ ズ

題名、掃iJ多年月日を記入

・ 応~~方法 9月25日 (こと) までに、

応必出(博物 館、カメラl占にある)

を添えて申し込む

カ開館時間 9 時~16時50分

台休 館 日 t!jj[!JJ月flatll、月 .+:

-:(↑軍事ヰ勿直宮

〒別法問町12-41 7029 

E言圃E ih，.E・
~少年少女美術教室

資料(図~;、地図、 写其など}を収集

している。平塚について岱かれた資料、

平塚出身者(在住者)が円いた資料な

どがあれ ばご連絡を。

会中 央 館 夏 休み期間 (8月 29日まで)

の開館時間

-貸出室 、参考室火~木l胤 119時

~1 7時50分、金曜日 9 時~)8時50分、

土・ 日曜日 9 時~16時50分

-こども主主 火~日曜日 9 時~16時50

分

公イ木宣官日

食中央館

〒2臼浅間町12-41

会北図書 館

〒254田村5155-1 

'，U;;，532 5111 

ED~屋書記事咽
毎週月曜 日、月末

f包括31-0415

電話53-1232

広域避難場所 町 名

八幡小学校 東八幡 、西八幡、八幡

八幡山公園と
八千代 町、老松町 、J14人、 桜 木町、 天 問、 '"盤、

江陽中学校周辺
堤町、 :長瀞、富松町、宮の前、宝町、紅谷町、明

石町、浅間町、 立野町、見 附 町 、 錦 町 、 追 分

平塚商業高 校と 富士見町、笠原町、諏訪町、中里、 平塚、途上 ケ

平塚農業 高 校 丘、上平塚、桜ケ丘

湘南海岸 公 園 と 高浜台、夕陽ケ丘、代官町、幸町、札場町、千石

周辺学校群 河岸、久領堤、八岳咲町、松風町、袖ケ浜

花水小学校と 桃浜町、 龍 城 ケ丘

浜岳中学校

平塚工 業高校と日本た 黒部丘、整平、虹ケ浜、撫 子原、花水台、唐ケ原

ばこ産業グラウンド

';11:~33 

会写真展の作品を募集

E図・・E三週・alヨ
JJ;.リ団泣心座の出出に よるとども人形

J.~tl。

-口I時 8月25日

2回上演

・会場 神田 公民 館鈍会主主

・入喝券 当日、北園料館カウンター

(午 前の部10時 30分~、午後の部 1

時30分~)で配布。先着各130人

。8月 22日 (日) 10時、 14時、

「忘れるもんかJ 40分

「パーニングビレ ッジ・ 3人のミュー

ジシャンの話J 13分。8月 29日 (日) 10時、 14時、中央館

「災しい地球を汚さないでJ 25分

「ムーミ ンはばたけ/ペガサ スJ25分。9月 5日(日) 10時、 14時、中央館

「アンパンマ ン つみき城の秘密」

90ラ子

10時、 14時、中央館

寅次 郎の告白J105分

会人形 劇 「 麦 わ ら 帽 子」ほか

(水) 11時、 14時の

中央館

合映 画会

。9月12日(日}

「男はつらい よ

会参考 室 の ご 利 用 を

中央館 3階 の参考蜜は 8月 29日 (臼)

まで指定席制となる。 なお、 社 会人専

用 席 は別に設 けで あ るのでお 申 し出

を。また、 3階会議室を臨時学習席(40

席)としているのでご利 用を。

会郷土資料を収集
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